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第 1 章 はじめに 
 １ 調査に至る経緯 
 大島畠田遺跡は、緑資源公団（旧農用地整備公団）による農用地整備事業予定地内において実施された宮崎県教育

委員会の試掘調査（平成６年12月～平成７年１月）によって、その存在が確認され、平成11年１月から緑資源公団

（旧農用地整備公団）による農用地整備事業に伴う圃場整備事業に先立って宮崎県埋蔵文化財センターが記録保存の

ための発掘調査を開始した。調査を進めるにつれて、平安時代の大型建物跡・池状遺構・門跡など予想していなかっ

た重要な遺構が次々と発見され、当該期の居宅跡の全容が把握できる貴重な遺跡として保存が図られることになった。

その直後の平成 12 年４月に都城市教育委員会によって範囲確認調査が行われ、平成 14 年３月 19 日に国指定史跡と

なり、平成 16 年２月 27 日に追加指定を受けた。平成 14 年度以降は都城市教育委員会によって主に草刈りなどの維

持管理が行われ、史跡の整備に関しては平成 15 年２月に説明板２基が設置されていたのみであったが、その後史跡

の保存整備計画が検討されることとなり、平成 21 年度は、大雨時の冠水状況調査と地下水位の観測を行い整備に向

けての基礎データを収集し、平成 22 年度から保存整備の基本構想が練られることとなった。その中で文化庁の指導

を受けながら、平成 23 年度には、史跡全体の微地形復元（平安時代当時の地形と景観）と各地形面の地層の対比を

行うことを目的として、また、平成24年度には、調査後10年以上を経過して、居宅跡の中核をなす大型建物跡と池

状遺構等の保存状態に変化が生じていないか確認し、これらの主要遺構の遺構配置や内容を再度把握することを目的

として確認調査を行うこととなった。 

２ 調査の組織 
 確認調査の組織は以下のとおりである。 
・調査主体者 宮崎県都城市教育委員会 

・調査責任者 教育長       酒匂醸以 

・調査事務局 教育部長      日高裕文（平成23年度）・池田文明（平成24年度）  

       文化財課長     坂元昭夫（平成23年度）・新宮髙弘（平成24年度） 

       文化財副課長    山下進一郎（平成23年度）・松下述之（平成24年度） 

・調査担当者 文化財課主幹    桑畑光博 

       文化財課嘱託    下田代清海 

・発掘作業従事者  川野利弘、前口芳子、池田健一、三田慶子、関 福一、中原忠珍、津曲節子、小山田福子、 

奥利治、武石重利、今村ミツ子、馬籠恵子、高橋露子、森山タツ子、竹中美代子、東 春雄、

広畑雄二、抜迫清美、大盛祐子、上西政實、木上 保 

・整理作業従事者  奥 登根子、山下美香、園田孝子 

第２章 遺跡の位置と環境 
 1 地形的環境 
大島畠田遺跡が所在する都城市は、九州東南部、宮崎県の南西部に位置し、都城盆地のほぼ中央部を占める（第 1

図）。都城盆地は大淀川上流域に位置し、東経130°49′～130°01′、北緯31°43′～31°43′の南北約40 ㎞、東

西約38㎞の範囲にある。盆地の東側は四万十累層群を基盤とする鰐塚山地、盆地の西側及び北側は山地・丘陵、盆地

の北西側は霧島火山群によって囲まれている。盆地西南方は東西にみられるような山地はなく、緩やかに南方に向か

って高度を増すシラス台地が広がっている。盆地の中央を南から北に向かって大淀川が流れているが、盆地の地形は

この大淀川を境に東西で大きく異なる。すなわち盆地西側には標高150～180mのシラス台地が広く展開し、盆地東側

には鰐塚山地より流出する支流河川によって形成された扇状地性の低位段丘が展開しておりシラス台地は限られた分

布を示している。 
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大島畠田遺跡は、大淀川とその支流である庄内川との合流地点に形成された沖積地に立地し、西側に広がる大淀川

氾濫原とは約1.5ｍの比高差を測る（第3図）。地形区分上は、花木川と沖水川に挟まれたいわゆる高木原扇状地の西

端、北側と南側の段丘化した開析扇状地の微高地に挟まれた凹部にあたる沖積低地面上、いわゆる氾濫原面に位置し

ている。遺跡周辺の現況は、昭和初期の基盤整備により遺物包含層及び遺構上部が削平され平坦な水田景観を呈する

が、実際は北側の集落から緩やかに南に傾斜した微高地の南縁辺部に遺跡は位置している。当該史跡内の南側には、

浅い谷地形があり、約７mの崖を挟んでその上の河岸段丘上には、現在、金田児童公園・畑地・住宅地がある。昭和

22年の米軍の空中写真をみると遺跡西側には南北方向の蛇行する旧河道の痕跡が認められており、当遺跡は、氾濫原

の中、大淀川に面した僅かに高く、霧島山を一望できる景観に優れた箇所を選んで形成されていたとみられる。 
遺跡一帯の表層地質は、現河道とその両側にひろがる低地を構成する砂礫層からなる、いわゆる現河床堆積物を主

体としており、一般に薄い（厚さ10ｍ以下）堆積物で、基本的には霧島御池軽石以前のテフラの堆積をみないが、部

分的に霧島御池軽石の二次堆積物を挟みこんでいる場合がある。また、微地形区分による浅い谷やくぼ地内に中世以

降の霧島火山群や桜島火山起源のテフラが確認される。土壌は、河川流域や山麓扇状地などの平野部に分布している、

非固結堆積岩を母材とする灰色低地土壌を基本とする。土性は砂壌土～壌土で、軽石や円礫がみられる。 

 ２ 歴史的環境 
 大島畠田遺跡が所在する都城市域は、古代においては日向国の西南端を占める諸県郡に属していた。また、日向国

府と大隅国府をつなぐ官道のルート上にあったと推定され、延長５年（927）に集大成された『延喜式』によれば、「島

津駅」が設置されていたようである。11世紀代には平季基（大宰大監）によって、当市域を中心に「島津荘」が開か

れ、鎌倉時代初頭、文治元年（1185）には島津氏初代の惟宗忠久が同荘の下司職となる。南北朝期以降は、当地の支

配権をめぐって、室町政権の動向ともからみながら、相良氏・肝付氏・島津氏（北郷氏）・樺山氏・北原氏・伊東氏な

どをはじめ、在地の村落領主層を含めた激しい勢力抗争が繰り広げられる。このような状況は北郷氏によって都城盆

地のほぼ全域の政治的統一がなされる 16 世紀中頃まで継続する。さらに、慶長４年（1599）には島津氏とその重臣

の伊集院氏との対立に端を発した近世初頭の南九州最大の合戦である庄内の乱の舞台となった。 
大島畠田遺跡が所在する沖水地区内の近隣の遺跡（第2図）としては、大島畠田遺跡の南側、比高差７ｍの舌状を

呈する河岸段丘の縁辺部で公園整備事業に伴い平成３年に発掘調査された宮ノ下遺跡（現在の金田児童公園）におい

て弥生時代中期の竪穴住居跡が検出されたほか、８世紀後半以降の須恵器・土師器が出土したが、調査範囲が狭小で

あったため、後者の時期の建物跡等の遺構は確認されなかった。大島畠田遺跡から北東に３㎞、宮崎自動車道都城

インターチェンジの西側にある高木町の並木添遺跡では、平安時代の道路状遺構が検出され、調査範囲だけで総

延長約420ｍにわたってほぼ直線的にのびることから、広域的かつ計画的につくられた道であると考えられる。道路 

なお大島畠田遺跡の東南方約400ｍのところにある林田神社（金田町1985所在）は、創建年代は不明であるが、『庄

状遺構の周辺からは石製銙具（石帯）が出土している。

内地理志』によれば、熊野三社林田権現と言われ、紀藤氏が京都より歓請し、同氏が代々司役を勤めたと言い伝えら

れている。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮ノ下遺跡の弥生時代竪穴住居跡 並木添遺跡の平安時代道路状遺構 （南側上空から）
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1：大島畠田遺跡　2：宮ノ下遺跡　3：並木添遺跡　4：岩吉田遺跡　5：久玉遺跡

6：松原地区遺跡　7：祝吉遺跡　8：中尾下遺跡　9：下川東牧ノ原地下式横穴墓

宮崎市
●

鹿児島市

0 500m 
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くぼ地
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平安時代居宅跡全景（北側上空から）

平安時代居宅跡全景（真上から）

くぼ地

くぼ地

道状遺構

画面上が北
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平安時代居宅跡主要遺構群（西側上空から）

大型建物跡（真上から） 画面上が東

くぼ地

中島

池状遺構

大型建物跡
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１Trくぼ地土層断面

９Tr南側落ち込み土層断面

10Tr段落ち部分土層断面

９Tr南側最下部遺物出土状況
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１Ｔ北壁断面

３Ｔ本調査時サブトレンチ確認状況

５Ｔ北壁断面

７Ｔ本調査時ピット（ＳＢ 16-P10，P11) 確認状況

２Ｔ北壁断面

４Ｔ北・東壁断面

６Ｔ本調査時溝状遺構（ＳＥ２)確認状況

８Ｔ検出遺構の段下げ状況
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９Ｔ北壁断面

11 Ｔ北壁断面

13 Ｔ北壁断面

15Ｔ本調査時ピット（ＳＢ1-P16）確認状況
段下げ部分は自然の落ち込み

10 Ｔ北壁断面

12 Ｔ北壁断面

14 Ｔ北壁断面

人力による遺構の被覆保存作業（シラスで埋め戻す）
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大島畠田遺跡遠景（北西上空から）

平安時代居宅跡主要遺構群の再確認状況（北側上空から）
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重機による表土剥ぎ

大型建物跡再確認状況

大型建物跡Ｐ６４半裁状況

池状遺構南トレンチ土層断面

遺構再検出状況

池状遺構再確認状況

池状遺構西トレンチ土層断面

シラスによる遺構面被覆・保存状況
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1993 24  

2009 109  

2012 10

 

2000

28  

2001 632  

2012 10

 

2008 178  

2006  

2012 10

 

1981  

1991 13  

2012 10

 

2000 52  






